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民　主
社　民
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公明党 自民党 表決

中学３年生までの医療費無料化の速やかな実施を求める意見書� ◎ ○ × × ×
消費税増税に反対する意見書 ◎ ○ × × ×
原油価格の高騰から国民生活を守ることを求める意見書 ◎ ○ × × ×
揮発油税の暫定税率のゼロ凍結を求める意見書 ◎ ◎ ◎ ○ △
労働契約法の施行・運用に関する意見書 ◎ ○ × × ×

小山・小山ヶ丘地域の保育所・学童保育クラブの増設と子育て支

援施策の拡充及び予算の大幅増額を求める請願

保護者のニーズに応え、保育の質を支えるために町田市がさらに

努力することを求める請願
○ ○ ○ ○ ○

三輪地域の自然環境を守ることを求める請願

旧忠生・図師緑地保全の森の平坦部を除く山林部分の保全に関する請願

○

○

○

△

○

△

○

○

○

○

「小野路生コン工場」の建設・操業に対して適正な指導を求める請願

市税条例の一部を改正する条例

後期高齢者医療制度への財政支援を求める意見書

○ △ ○ ○ ○

◎＝提出、○＝賛成、△＝一部賛成、×＝反対

○ ○ △ ○ ○

否決

否決

否決

可決

否決

採択

採択

採択

採択

採択

◎ ×

◎ ◎

×

◎

×

◎

×

◎
否決

可決

優先すべきは「福祉や教育」の
充実ではないでしょうか
優先すべきは「福祉や教育」の
充実ではないでしょうか

新庁舎の模型写真

　新庁舎の基本設計が示されました。１月から実施設計がは

じまり、来年の３月までには工事発注の準備にかかる計画で

す。まさに聖域扱いで新庁舎建設は進められています。「庁

舎の位置を決める条例」の時には、日本共産党を含めて10人

の議員が庁舎移転に反対しましたが、今では日本共産党以外

全ての議員が新庁舎建設に賛成しています。

　新庁舎には、ガラス張りのアトリウム（吹き抜けホール）

がほどこされるなど、建設費だけで149億円の税金投入です。

市内の多くの小・中学校では、今だに勉強する教室にクーラ

ーもない状況です。

また、周辺の交通渋

滞の問題も解決され

ていません。

　いま優先すべきは

市民の税金を新庁舎

建設に使うのではな

く、「福祉や教育」の

充実にまわすべきで

はないでしょうか。

新庁舎建設費149億円の税金投入新庁舎建設費149億円の税金投入新庁舎建設費149億円の税金投入 と
の
む
ら
健
一

市
民
の
命
を
守
る
市
民
病
院
へ

さ
ら
な
る
充
実
を

 

総
院
長　
「
小
児
救
急
医
は
ぜ
ひ
増
や
し
た
い
」

　

殿
村
健
一
市
議
は
、

市
民
の
命
を
守
る
市

民
病
院
へ
、
医
師
の

過
重
労
働
改
善
や
確

保
、
研
修
医
の
待
遇

改
善
、
救
急
体
制
の
拡
充
、
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
は
や
め
よ
、
と
質
問
。
総
院

長
は
、
心
臓
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
小
児
救

急
医
は
ぜ
ひ
増
や
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

都
計
道
３
・
３
・
３
６
号
線
を
利
用
す
る
本

町
田
小
学
校
児
童
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

歩
車
分
離
信
号
の
設
置
を
と
の
質
問
に
、
建

設
部
長
は
、
「
現
地
を
調
査
し
た
結
果
で
警

察
と
協
議
す
る
」
と
答
弁
。
市
長
の
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
事
件
に
つ
い
て
、
事
実
を
明
ら

か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

2・3期工事完成間近の市民病院

佐
々
木
と
も
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
イ
ベ
ン
ト
に

児
童
を
ま
き
込
ま
な
い
で

 

部
長　

「
教
育
的
意
義
が
あ
る
」

　

佐
々
木
と
も
子
市

議
は
、
石
原
都
知
事

が
進
め
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
招
致
イ
ベ
ン
ト

へ
、
小
学
校
を
会
場

に
全
児
童
を
動
員
し
た
こ
と
は
、
公
教
育
の

中
立
性
に
反
す
る
と
質
し
ま
し
た
。
学
校
教

育
部
長
は
、
「
国
際
理
解
な
ど
教
育
的
意
義

が
高
い
」
と
、
あ
く
ま
で
も
学
校
教
育
の
一

環
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
が
東
京
都
に
移
行
さ
れ

た
後
の
、
災
害
時
対
応
や
41
万
市
民
の
飲
み

水
確
保
に
、
ど
こ
の
部
署
が
責
任
を
持
つ
の

か
の
問
い
に
は
、
「
防
災
担
当
と
遺
漏
の
な

い
よ
う
調
整
す
る
」
と
水
道
部
長
が
答
弁
し

ま
し
た
。

小学校でのオリンピック招致イベント

た
か
し
ま
均

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
を
！

 

部
長　
「
資
格
証
明
書
は
一
律
に
は
対
応
し
な
い
」

　

た
か
し
ま
均
市
議

は
、
４
月
か
ら
始
ま

る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
問
題
点
を
指

摘
し
、
葬
祭
事
業
５

万
円
の
支
給
は
「
実
施
の
方
向
で
検
討
す
る
」

と
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
保
険
証
取
り

上
げ
の
資
格
証
明
書
発
行
に
つ
い
て
も
、
部

長
が
「
一
律
に
は
対
応
し
な
い
」
、
「
保
険
料

の
滞
納
が
あ
っ
て
も
相
談
に
来
て
く
れ
れ
ば

丁
寧
に
対
応
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
ま

た
、
鶴
川
地
域
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
全
世
帯
に
配
る
。

説
明
会
を
開
き
周
知
す
る
」
と
の
回
答
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

「暴れ川」と呼ばれた鶴見川

どの子もすこやかに

佐
藤
よ
う
子

子
育
て
し
や
す
い
町
田
に

無
料
妊
婦
健
診
の
回
数
増
を

 

部
長　

拡
大
の
方
向
で
考
え
る

　

佐
藤
よ
う
子
市

議
は
、
現
在
２
回

ま
で
の
無
料
妊
婦

健
診
の
拡
大
を
求

め
ま
し
た
。
妊
娠

中
は
15
回
ほ
ど
の
定
期
健
診
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
１
回
５
０
０
０
円
ほ
ど
か
か
り

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
な
す
。
安
心
し
て
出
産
す
る
た

め
に
は
、
国
も
５
回
以
上
の
無
料
健
診
を

自
治
体
に
求
め
て
い
ま
す
。
担
当
部
長
か
ら

は
、
「
拡
大
の
方
向
で
考
え
る
」
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
多
摩
境
駅
の
交
番
設
置

に
つ
い
て
は
、
「
継
続
中
」
と
の
答
弁
で
し

た
。

細
野
り
ゅ
う
子

「
無
料
基
本
健
診
の
継
続
を
求
め
る
」

 

部
長　
「
従
来
の
内
容
維
持
で
き
る
よ
う
検
討
中
」

　

細
野
り
ゅ
う
子
市

議
は
、
４
月
か
ら
基

本
健
診
に
変
わ
っ
て

お
こ
な
わ
れ
る
４０
歳

以
上
の
特
定
健
診
に

つ
い
て
、
腎
機
能
検
査
を
含
む
健
診
内
容
や
、

１８
歳
以
上
の
無
料
健
診
を
維
持
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
部
長
は
、
「
従
来
の
内
容
を
維

持
で
き
る
よ
う
検
討
中
」
と
の
前
向
き
の
答

弁
で
し
た
。
ま
た
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
を
中

止
し
、
少
人
数
学
級
実
施
と
、
Ｆ
Ｆ
式
暖
房

な
ど
の
環
境
整
備
に
力
を
尽
く
す
よ
う
求
め
、

部
長
が
「（
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
は
）
可
能
な
限
り
整

備
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

旧式の小中学校のポット式灯油ストーブ

日
本
共
産
党
の
一
般
質
問

モデルケース 給与収入額 給与所得 各種控除 所得金額
市・都民
税額

扶養親族のない
単身者　45歳

1,786,092 1,070,400 508,600 561,000 56,100

母子所帯
母30、9、4歳

2,585,484 1,628,800 1,508,500 120,000 12,000

高齢者所帯
夫71、妻、64

1,709,532 1,024,800 830,900 193,000 19,300

　

２
０
０
７
年
度
の
住
民
税
は
、
定
率
減

税
や
公
的
年
金
控
除
、
老
年
者
控
除
の
廃

止
や
縮
小
、
税
源
移
譲
な
ど
に
よ
り
庶
民

へ
の
大
増
税
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
か

ら
は
、
住
民
税
が
今
ま
で
の
２
倍
、
３
倍

に
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
悲
鳴
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
市
民
か
ら
苦
情
や
問
い
合

わ
せ
が
１
ヶ
月
間
で
４
０
０
０
件
を
超
え

る
に
及
び
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
町
田
市
は
市

民
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
課
税
の
減

免
措
置
を
拡
充
す
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、

日
本
共
産
党
が
提
案
し
た
「
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
生
活
保
護

基
準
に
近
い
収
入
（
１
・
１
倍
程
度
）
し

か
得
ら
れ
な
い
低
所
得
者
に
対
し
て
、
個

人
市
民
税
の
減
免
措
置
を
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
り
、
対
象
者
の
税
負
担
の
軽
減
を
図

る
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、

９
月
議
会
で

は
継
続
審
査

と
な
り
、
12

月
議
会
で
は

日
本
共
産
党

以
外
の
会
派

の
議
員
の
反

対
で
否
決
と

な
り
ま
し
た
。

市
民
の
痛
み

を
軽
減
す
る

た
め
に
、
引

き
続
き
が
ん

ば
り
ま
す
。

「生活保護基
準の1.1倍に
あたる人」の
モデルケース

共産党
提　出

否
決
に

減
免
措
置
の
拡
充
も
と
め
る

「
市
税
条
例
改
正
案
」

減
免
措
置
の
拡
充
も
と
め
る

「
市
税
条
例
改
正
案
」

12月市議会
一般質問
日本共産党

12月市議会
一般質問
日本共産党

無料健診の継続無料健診の継続無料健診の継続 市民病院の充実市民病院の充実市民病院の充実 子育て支援の拡
充子育て支援の拡
充

子育て支援の拡
充

周産期母子医療が5月からスタート。「小児救急医はぜひ増やしたい」と市民病院総院長が答弁

を求め奮闘！
日 本 共 産 党 町 田 市 議 団 ニ ュ ー ス2008年１・２月 （2）（3）


